
沖縄県におけるMSMに対する
取り組み 

沖縄県福祉保健部健康増進課 

結核感染症班 平良勝也 

tairktsy@pref.okinawa.lg.jp  

平成26年3月13日（木） 

第７回重点都道府県等エイズ対策担当課長連絡協議会 



沖縄県 

・島嶼地域 

 東西約1000km，南北400kmの
海域に点在する160の島々（49の
有人島、111の無人島）からなる。 

 

・亜熱帯気候 

 

・人口 約140万人 

 

・観光客数 641万人（2013年）     
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累計

１．ＨＩＶ感染者／ＡＩＤＳ患者の届出状況 

・沖縄県内でもＨＩＶ感染が広がっています。特に、診断時に 
 既にエイズを発症している患者の割合が高くなっています。 
・過去の累計は2５７件、2013年は25例（過去2番目に多い） 
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診断日を基準に集計 



２．２０１２年の新規 HIV感染者／AIDS患者報告数 

上位10位の自治体 

a. HIV感染者上位自治体 

自治体 報告数 自治体 人口10万人対 
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東京都 

大阪府 

愛知県 

神奈川県 

福岡県 

千葉県 

兵庫県 

埼玉県 

北海道 

静岡県 

372 

124 

79 

66 

43 

29 

27 

25 

20 
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東京都 

大阪府 

愛知県 

福井県 

沖縄県 

福岡県 

神奈川県 

和歌山県 

岡山県 

茨城県 

2.819 

1.399 

1.065 

0.872 

0.857 

0.847 

0.729 

0.603 

0.567 

0.541 

b. AIDS患者上位自治体 

自治体 報告数 自治体 人口10万人対 
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東京都 

大阪府 

愛知県 

神奈川県 

千葉県 

兵庫県 

埼玉県 

福岡県 

広島県 

静岡県 

92 

56 

40 

34 
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東京都 

大阪府 

栃木県 

愛知県 

石川県 

沖縄県 

広島県 

愛媛県 

香川県 

千葉県 

0.697 

0.632 

0.550 

0.539 

0.515 

0.500 

0.490 

0.422 

0.403 

0.386 

2012年人口10万人対の報
告数で沖縄県は、 
 
・ＨＩＶ感染者 
  全国５位（0.８５７人） 
 
・ＡＩＤＳ患者 
  全国６位（0.５００人） 

出典：平成24年度エイズ発生動向年報（厚生労働省エイズ動向委員会） 

沖縄県は平成18年度より重
点的に連絡調整すべき都道
府県等に選定されている。 
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男 (n=239)

女 (n=18)

３．男女別 

・201３年は、男性２３件、女性２件 
・累計では男性が93％を占めている（男性2３９件、女性１８件） 
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４．年代別 

・20～５0代に幅広く分布している 
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50以上 (n=30)

40代 (n=54)

30代 (n=97

20代 (n=69)

10代 (n=7)
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５．感染経路別 

・2005年以降、男性同性間性的接触が70～９0％を占めている 
・異性間性的接触での感染も続いている 
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平成２５年度沖縄県における 

MSMに対する取り組み 

MSM限定のHIV休日検査 

 沖縄本島（南部保健所、那覇市保健所） 

MSMを対象としたHIV／エイズ普及啓発 

  宮古島、石垣島 

nankr沖縄（男性同性愛者等で構成する地域
ボランティア団体）の協力により実施 



ｎａｎｋｒ 沖縄のＨＰ （http://nankr.jp/） 



コミュニテイーセンター 
エイズ予防財団は、厚生労働省の委託を受けて、全国6地域に、同性愛者等に対
しHIV感染症・エイズに関する情報提供を行うためのコミュニティセンターを設置。 

仙台“ZEL”  東京“akta”   名古屋“rise” 大阪“dista”  福岡“haco”  

沖縄“mabui”  nankr 沖縄が運営協力 
・週4回（木、金、土、日） 

  木金：18～22時 

  土：17～22時 

  日：15～21時 

・カフェコーナー 

 予防啓発資材、ゲイイベント情報 

 など（無料）  

・貸し出し施設 



MSMを対象としたHIV休日検査（方法） 

実施機関 那覇市保健所 南部保健所 

実  施  日 平成25年9月29日（日） 平成25年11月17日（日） 

実
施
方
法 

広   報 HP、チラシ等 （nankr沖縄の協力） 

時   間 13：00～16：00 9:00～15:30 

検査項目 HIVのみ HIV、クラミジア、梅毒、B型肝炎 

体   制 
医師：1名, 保健師：１名, 検査技師：1名 

計3名 

医師：2名, 保健師：1名, 検査技師：2名 

事務1名, 計6名 

予   約 あり あり 

 受付間隔 15分／1名 30分／1名 

受付から 

結果返しまで 

受付・問診→検査→待ち時間は所内で 

も所外でも自由に待機→結果説明
（Total40分） 

受付→問診→検査→待ち時間は所外にて
待機→結果説明（Total1時間30分） 

その他 

・事前予約は9名、当日の予約は5名、 

予約な し来所が1名あった（事前 

予約1名は キャンセル） 

・プライバシーに配慮のため受付時間を30

分区切とし受検者同士が顔を合わさないよ
うにした。 

・昼休み時間は交代で取得し検査は継続で
きるように工夫した。 



HIV検査啓発チラシ 
南部保健所 那覇市保健所 



HIV検査啓発チラシ 



実施機関 那覇市保健所 南部保健所 

結
果 

受検人数 14 10 

年   齢 
10代(18歳）1名、20代3名、30代9名、 

40代1名 

10代(19歳）1名、20代4名、30代4名、 

40代1名 

予約状況 
事前予約は9名、当日予約は4名、 

予約な し来所が1名 
全員予約 

新規 

リピーター 

    新規1名、 

    リピーター10名、     不明3名 

新規4名 

リピーター6名 

陽性者 0 0 

課 題  

・受検者が所外ではなく、所内ロビーの
ベンチで待機する形になり、受検者同士
が顔を合わせてしまう状況だった（ＭＳ
Ｍのネット掲示板でもこの点について批
判があったようだ） 

・希望時間が午後に集中、希望どおりの 

  予約は厳しい状況であった。 

・午後の希望者が多く予約がとれない人 

 が2名いた。 

・初めての受検者のため、分かりすい会 

  場案内が必要 

その他 

・所内で待つ場合、プライバシーが確保
（パネル展をしての目隠し、ベンチの位
置の調整等）されるよう改善。 

→11月23日に再度実施し、受検者から
は良かったとの感想を得ている。 

・プライバシーに配慮していること、説明 

 が良かった、対応がよかったなどの声が 

 多かった。 

・入り口と出口が異なることが良かった。 

・検査後、機会があればまた受けたいと  

  全員が回答している。 

MSMを対象としたHIV休日検査（結果・課題） 



宮古島・石垣島のMSMを対象とした普及啓発（方法） 

実施機関 宮古保健所 八重山保健所 

委託先・委託期間 Nankr沖縄、平成25年10月15日～平成26年1月31日 

HIV検査に 

関する広報 

各保健所とnankr沖縄が協働でポスター作成 

 ・nankr沖縄→MSM商業施設に配布 

 ・各保健所→島内他の商業施設 

Ｍ
Ｓ
Ｍ
商
業
施
設
で
の
啓
発 

期  日 1月8日 1月14日 

「Living  
together 

Cafe」の開催 

 

19:00 

21:00 

22:00 

 

 

 

 

23:00 

開場設営（MSM商業施設店内にHIV予防啓発資材を机の上などに設置） 

リハーサル 

開場 

・パフォーマーAとBのショー 

・ゲイバーマスターの手記朗読とその感想 

・パフォーマーAの手記朗読とその感想 

・沖縄県のHIV/エイズの報告数などの情報提供 

・来場者との懇談や質疑応答など 

・パフォーマーAとBのショー 

・地元在住者の手記朗読とその感想 

・パフォーマーBの手記朗読とその感想 

・正しいコンドームの着け方レクチャアー 

・来場者との懇談や質疑応答など 

※すべての人がHIV とともに生きている」というリアリティを共有するためのプロジェクト「Living Together 計画」に
賛同し、手記の朗読などを行う（ぷれいす東京とRainbow Ring が呼びかけ団体と事務局となって進めている）。 

※ 



離島のMSMを対象とした普及啓発（結果） 

実施機関 宮古保健所 八重山保健所 

参加人数 21名 15名 

参加者からの質
問等 

 

(1) HIVとエイズについての違いについての質問 

(2) 感染リスクについての質問 

(3) 感染した場合離島で治療できるのか？ 

(4) HIVが身近な問題だと実感 

(5) 郵送検査の信頼性について 

(6) 地元では人との距離が近すぎてMSMということだけではなく検査を受けること自体に周 

    囲の視線が気になる。 

保健所との 

意見交換会 

 

 

（保健所） 

・MSMコミュニティペーパーへの離島保健所紹介掲載の提案。 

・これからも離島でのMSM向けHIV予防のイベントを続けて ほしい。 

・MSM検査促進に向けこれからも協力をしてほしい。 

・県内のどの保健所でも、検査が受けられるという情報を提供していく。 

（nankr沖縄） 

・一番の成果は、顔を一度合わせることで今後のコミュニケー ションが取りやすくなったこと。 



離島の保健所におけるHIV検査啓発資材 



まとめ 

1．本県のMSMに対する普及啓発活動には男性同性愛者等で構
成する地域ボランティア団体（nankr沖縄）の協力が不可欠。 

2．保健所間で情報を共有し、MSMの受けやすい環境を整備して
いく。→未受検者の受検行動につなげる。 

  ・受検者間で顔を合わすことのないよう配慮 

   （誰にも知られずに受検したいというニーズがある） 

  ・HIV以外の検査も同時に実施することで興味を引く。 

  ・保健所スタッフの顔写真等を公開する。 

3．離島在住のMSMは、知られるかもしれないという強い不安を
持っているため、地元の保健所では受検しない。 

  →県内どこの保健所でも受検できることを呼びかけていく。 

4．今後も継続した取り組みが必要。  


